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人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２０年

２００８ December

No.４５

12月
あ　　さ　　ご 12月

平成２０年

今月の主な内容

２～６
プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集
開始から１年…「ごみは本当に減っているの？」

７市立小中学校施設の耐震診断結果

８～９市政フラッシュ

８～９我がまち朝来再発見

１０～１３まちのわだい・表彰を受けた皆さん

１４～１９情報掲示板

２０～２１北近畿豊岡自動車道「和田山八鹿道路」の工事の模様

２３自分たちのまちは自分たちで

２４健康のカレンダー・年末年始の業務・各種相談
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　朝来市体育協会は１１月９日、和田山農業者トレーニングセ

ンターをスタート・ゴール地点とする和田山トリムランニン

グコースで「第３回朝来市駅伝競走大会」を開催。年齢・性別不

問の「ふれあいの部」や「一般の部」など９つの部門に市内外か

ら９９チーム、４００人のランナーが健脚を競いました。

　このうち、小学生男子の部には４５チーム１８０人が参加。同ラ

ンニングコースを防災センター付近で折り返す４区間６，３６０

㍍のコースをさっそうと走り抜ける選手たちに沿道からは大

きな声援が送られていました。



　「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」と「
紙
製
容
器
包
装
」

の
分
別
が
始
ま
る
ま
で
の
平

成
　
年
　
月
か
ら
平
成
　
年

１８

１０

１９

９
月
ま
で
の
１
年
間
の
可
燃

ご
み
の
収
集
量
は
６
，８
２

６
・
６
２

㌧
（
月
平
均
５
６

８
・
８
９
㌧
）で
し
た
が
、分

別
が
始
ま
っ
た
平
成
　
年
　

１９

１０

月
か
ら
平
成
　
年
９
月
ま
で

２０

の
１
年
間
で
は
、６
，
１
１

６
・
０
８

㌧（
月
平
均
５
０

９
・
６
７
㌧
）と
大
幅
に
減
り

ま
し
た（
グ
ラ
フ
①
、表
①
）。

　「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」と「
紙
製
容
器
包
装
」

の
平
成
　
年
　
月
か
ら
平
成

１９

１０

　
平
成
　
年
　
月
か
ら
市
内
全
域
で
始
ま
っ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

１９

１０

装
」
と
「
紙
製
容
器
包
装
」
の
分
別
。
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
一
層
進

め
る
た
め
の
こ
の
取
組
を
始
め
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
も
う

慣
れ
ま
し
た
か
？
今
月
の
広
報
で
は
、
正
し
い
分
別
方
法
な
ど
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
分
別
収
集
さ
れ
た
ご
み
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
を
た
ど
り
、
ど

の
よ
う
な
資
源
に
な
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
年
９
月
ま
で
の
１
年
間
の

２０収
集
量
は
そ
れ
ぞ
れ
、１
６

５
・
７
３

㌧
、１
２
６
・
３
２

ど
れ
だ
け
減
っ
た
？
可
燃
ご
み
の
量

　
以
前
は
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」と「
紙
製
容

器
包
装
」
。
こ
の
二
つ
の
分
別
が
始
ま
り
、可
燃
ご
み
の
量
は
確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。で
は

可
燃
ご
み
は
ど
の
く
ら
い
減
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
で
は
、分
別
が
始
ま
っ
た
平
成
　１９

年
　
月
か
ら
今
年
９
月
ま
で
の
ご
み
の
量
の
推
移
を
見
て
い
き
ま
す
。

１０

ごみの分別取組工夫の例。プ
ラスチック製容器包装、紙製
容器包装、ペットボトルなど、
分別するものを種別にまとめ
ています。

分
別
収
集
で
可
燃
ご

み
の
量
は
減
少

分
別
が
ご
み
減
量
化

の
意
識
を
高
め
る

広報 朝朝来来 ２

ご
み
は
本
当
に
減

ご
み
は
本
当
に
減
っっ

て
い
る
の

て
い
る
の
？？

プラスチック製容器包装・紙製容
器包装分別収集開始から１年…



グラフ②　プラスチック製容器包装と紙製容器包装の収集量グラフ①　可燃ごみの収集量

プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集から１プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集から１年年

㌧
、合
計
２
９
２
・
０
５

㌧

（
グ
ラ
フ
②
、表
②
）。月
別
収

集
の
状
況
で
は
、比
較
デ
ー

タ
が
な
い
た
め
具
体
的
な
傾

向
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、１

年
間
で
減
少
し
た
可
燃
ご
み

の
収
集
量
は
７
１
０
・
５
４

㌧
で
す
か
ら
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
と「
紙
製
容

器
包
装
」以
外
の
可
燃
ご
み

は
４
１
８
・
４
９

㌧

減
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、地
球
温

暖
化
問
題
を
は
じ
め
、
環
境

保
全
の
た
め
の
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
中
で
、分
別
収

集
を
開
始
し
た
こ
と
が
、市

民
の
皆
さ
ん
の
分
別
意
識
の

相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色
ト
レ

イ
の
さ
ら
な
る
分
別
、家
庭

で
の
処
理
機
に
よ
る
生
ご
み

の
た
い
肥
化
な
ど
、ご
み
の

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組

と
も
相
ま
っ
て
、
そ
の
他
の

可
燃
ご
み
の
減
少
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

平成１３年から始まっ
たペットボトルと平成
１６年から始まった白
色トレイの分別収集も
可燃ごみ減少の要因。

可燃ごみ ７１０．５４㌧減少

●ＣＯ２排出量（プラスチック製容器包装のみ）
※プラスチック製容器包装の１年間の収集量に
「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第
　３条」の排出係数を乗じて算定しました

…前年比 約　　　％減少しました！！１０

一般家庭８６世帯分
の年間ＣＯ２排出量の

削減！！

４４７，０００㌧

５，２００㌧／１年間・１世帯※ ≒
※全国地球温暖化防止活動推進センターＨＰより

約１０％
減少

７１０．５４㌧

平成１８年１０月
～平成１９年９月

可燃ごみ

平成１９年１０月
～平成２０年９月

６，８２６．６２㌧

可燃ごみ

６，１１６．０８㌧

表①　可燃ごみの収集量　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㌧）

合計９月８月７月６月５月４月３月２月１月１２月１１月１０月

６，８２６．６２５０３．０９６１５．５９６１３．３５５３７．１６６００．０１５７４．２３５７５．８７４９９．９３６０１．２８６０８．７６５２１．５７５７５．７８Ｈ１８．１０～Ｈ１９．９

６，１１６．０８５０６．４９５２２．９６５２１．５１４７６．０２５３７．３４８２．８７５２０．２４６６．４２５２６．４９５４６．０５４９６．６８５１３．０９Ｈ１９．１０～Ｈ２０．９

表②　プラスチック製容器包装と紙製容器包装の収集量　 　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　（㌧）

合計平成２０年
９月

平成２０年
８月

平成２０年
７月

平成２０年
６月

平成２０年
５月

平成２０年
４月

平成２０年
３月

平成２０年
２月

平成２０年
１月

平成１９年
１２月

平成１９年
１１月

平成１９年
１０月

１６５．７３１２．８９１４．０７１４．０４１２．８２１４．４９１４．２６１３．５１１３．１７１５．２８１３．７５１３．６８１３．７７プラスチック製容器包装

１２６．３２１０．００１１．４５１０．７４９．４１０．８１１０．２３９．６６９．２７１０．９４１１．２９１０．５５１１．９８紙製容器包装

（㌧） （㌧）

平成１９年 平成２０年

ごみ収集ごみ収集車車（パッカー車（パッカー車））
約約３３５５００台台分分

の可燃ごみの削の可燃ごみの削減減

４４７，０００㌧削減

平成２０年１２月平成２０年１２月号号３

皆さんの分別の成果はこのとおり！



　「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」と「
紙
製
容
器
包

装
」は
、ど
ち
ら
も
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事

業
所
が
収
集
し
た
後
、

い
っ
た
ん
同
事
業
所
で
保

管
し
ま
す
。そ
の
後
、決

ま

っ

た

日

に「
プ

ラ

ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」「
紙

製
容
器
包
装
」そ
れ
ぞ
れ

の
中
間
処
理
業
者
に
引
き

渡
し
ま
す
。

　「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」の
中
間
処
理
業

者
は
丹
波
市
に
あ
る「
株

式
会
社
リ
・
テ
ッ
ク
柏
原

工
場
」、「
紙
製
容
器
包
装
」

は
西
脇
市
の「
有
限
会
社

ア
ル
ミ
ッ
ク
徳
原
」。そ
れ

ぞ
れ
、選
別
、圧
縮
、梱
包

作
業
が
行
わ
れ
、次
の
再

生
処
理
業
者
に
引
き
渡
さ

れ
ま
す
。

　「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」の
再
生
処
理
業

　
皆
さ
ん
が
分
別
し
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」と「
紙

製
容
器
包
装
」
。
市
が
収
集
し
た
後
の
行
方
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

有限会社アルミック徳原

各資源ごみ回収拠点では、
決められた日に「紙製容
器包装」「プラスチック製
容器包装」を出します。

「紙製容器包装」は中
間処理業者の有限会
社アルミック徳原
（西脇市）へ

クリーンセンターのパッカー車が収集、
一時クリーンセンターで保管します。

再生処理業者の
王子製紙株式会
社富士工場（静
岡県富士市）へ

搬入された「紙製容器包装」は、バルパーと呼ば
れる巨大なミキサー状の機械に水などと一緒に
投入されておかゆ状にほぐされ（写真）、異物や
ゴミ、インクの除去が行われた後漂白します。

白板紙は、菓子箱などさまざまな用
途に利用されます。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」「
紙
製
容
器

包
装
」が
た
ど
る
道

各地区の資源ごみ回収拠点、クリーンセンター山東事業所

中間処理業者がクリー
ンセンター山東事業所
から搬出。

王子製紙株式会社富士工場

運
ん
で
き
た「
紙
製
容
器

包
装
」を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
へ
。こ
の
時
、異
物
を

取
り
除
き
ま
す
。

機械で約１㌧ごとに圧縮・梱包します。
この塊をベールといいます。

積み上げられた
ベール

追
跡
！
分
別
し
た
ご
み
の
行
方

広報 朝朝来来 ４

白板紙抄紙機と呼ばれる機
械を使い、紙を作ります。

できあがった紙
をロール状に巻
き取り、いった
ん倉庫に保存。
その後、裁断し
て白板紙※に仕
上げます。 ※片面あるいは両面が白い厚い紙のこと

紙製容器包装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装



※
物
流
倉
庫
な
ど
で
荷
物
を
の

　
せ
て
積
み
重
ね
る
「
す
の
こ
」

　
の
よ
う
な
台

「プラスチック製容器包装」は中間処理業者の
株式会社リ・テック柏原工場（丹波市）へ

者
は
大
阪
府
寝
屋
川
市
に

あ
る「
株
式
会
社
リ
サ
イ

ク
ル
・
ア
ン
ド
・
イ
コ
ー

ル
」、「
紙
製
容
器
包
装
」は

静
岡
県
富
士
市
の「
王
子

製
紙
株
式
会
社
富
士
工

場
」。再
生
処
理
業
者
で
は
、

さ
ら
に
選
別
な
ど
の
作
業

が
行
わ
れ
、最
終
的
に
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」は「
 パ
 レ
ッ
ト
」に
、

※

「
紙
製
容
器
包
装
」は「
紙

箱
」な
ど
に
再
生
さ
れ
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベルトコンベヤーに
乗せ分別。

２度の手作業による分別で異物を取り除
きます。

結束機で圧縮・梱包されベー
ルに。

再生処理業者の株式会社リサイクル・アンド・イコール
（大阪府寝屋川市）へ

圧縮・梱包されて搬入された
「プラスチック製容器包装」
を解砕機でばらばらにし、ベ
ルトコンベヤーで分別。

　
現
在
、
パ
レ
ッ
ト
は
木

製
の
も
の
の
利
用
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
環
境
へ
の
取
組
な

ど
の
意
味
も
あ
り
、
傷
ん

で
き
て
も
再
度
成
形
し
て

利
用
が
で
き
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
パ
レ
ッ
ト
を

使
用
す
る
と
こ
ろ
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
選
別
の
工
程
の
途

中
で
取
り
除
か
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
廃
棄
ご
み

と
し
て
処
理
せ
ず
に
、
別

の
処
理
業
者
に
よ
っ
て
、

Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
い
う
固
形
燃
料

に
成
形
さ
れ
て
再
利
用
さ

れ
ま
す
。

株式会社リ・テック柏原工場

積み上げられ
たベール

株式会社リサイクル・アンド・イコール

手作業による分別で異物を取
り除きます。

機械による自
動選別

選別された後は破砕
機にかけます。

細かな破片は比重分離機で水に浮いたもの
だけを選別して脱水、乾燥させます。

　
朝
来
市
か
ら
来
る「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」は

と
て
も
き
れ
い
に
分
別
さ
れ

て
い
ま
す
。異
物
が
混
入
し

て
い
る
割
合
は
、２
～
３
㌫
。

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。そ

れ
は
、送
ら
れ
て
き
た「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」に

汚
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い

か
ら
。市
民
の
皆
さ
ん
の
分

別
に
対
す
る
取
組
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

選別したものを小さな
塊（ペレット）にしてパ
レットに必要な重さを
計測し、溶解します。

成形機で型をとっ
てでき上がったパ
レットを最後に人
の手で整えて完成。

１，１００㌢×１，１００㌢のパレット。

株式会社リ・テック
柏原工場・工場長
西田泰典さん

株式会社リサイクル・ア
ンド・イコール・広報担当
北井勇次さん

プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集から１プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集から１年年
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毎
日
の
生
活
の
中
で
、
ご

み
を
出
さ
な
い
人
は
い
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
取
組
が
あ
っ
て
、
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
な

ど
、
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
化

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
よ
り
、

市
内
の
可
燃
ご
み
は
確
実
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
で
は
古
紙

類
を
始
め
と
し
た
資
源
ご
み

の
分
別
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
所
や
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
と「
紙
製
容

器
包
装
」の
店
頭
収
集
の
試

み
を
行
っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー

も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」と「
紙
製
容

器
包
装
」
の
分
別
収
集
の
取

組
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ト

レ
イ
な
ど
と
同
様
に
全
市
的

に
普
及
す
る
よ
う
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
み
の
分
別
・

減
量
化
に
向
け
た
取
組
を
お

願
い
し
ま
す
。

　北真弓区の水本妙子さんと日下照美

さんは、収集日に回収ボックスに間

違ったものが入ってないか確認したり、

皆さんへ分別のアドバイスをしたりし

ています。

　分別開始当初は可燃ごみで出すよう

なものが入っていたり、汚れたものが

入っていたりということがあったそう

ですが、「初めのうちは皆さん分別に手間とっていたようで

したが、１年たってきれいになりました」と話す２人は、収

集日には、早いときには朝５時半から交代で収集場所の公民

館に向かいます。

　この活動を通じて自分たちも勉強になったそうで「以前は

ごみで出すからと粗末に扱っていたものでも、今では汚れた

らごみになってしまうから、汚れる前に分別してとっておく

ようになりました」

　分からないものがあれば、市クリーンセンター職員が収集

に来たときに尋ねて資源ごみになるのかどうか確認し、分別

の種類などを覚えたそうです。

　生ごみをたい肥化したり、マイバッグ持参で買い物に行っ

　この１年で見られた、混在していると分別

収集が困難になる主なごみの例を紹介します。

■問い合わせ　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

たりと、家庭でもできる範囲でごみ

減量化にも積極的に取り組んでいる

２人は、「皆さんもあまり難しく考

えずに自分のできる範囲でごみの分

別収集や減量化に取り組んだらいい

のではないでしょうか」と語ってい

ました。

ティッシュペーパー

カレンダー

内容物が付着しているプ
ラスチック製容器包装

容器包装でないプ
ラスチック製品

ビニールひも

プ
ラ
マ
ー
ク

の
な
い
ナ
イ

ロ
ン
系
袋

粉石けん箱
シュレッダー紙

広告・チラシ

紙くず

封筒

印刷コピー用紙

※集団回収やクリーンセンターへ持ち込んでください。

プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集から１プラスチック製容器包装・紙製容器包装分別収集から１年年

日下照美さん（左）と
水本妙子さん

持ち込まれたものを２人が確
認。最近では不適合なものは
ほとんどないでそうです。

ここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみははははははははははははははははははははいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせこんなごみはいけませんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

ごみの分別収集、減量化～わたしたちの取組～

ご
み
減
量
化
の
た
め
に
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

広報 朝朝来来 ６

●紙箱にプラスチックが貼り
　付けてあるもの

プラスチック製容
器包装と紙製容器
包装に分別して出
してください。

●プラスチックひものつ
　いた紙袋

　ひもの部分は
可燃ごみに、袋
の部分は紙製容
器包装に出して
ください。

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

プラスチック製容器包装

紙 製 容 器 包 装

分
別
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
！
！

▼

▼



　
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
建

物
は
、
昭
和
　
年
以
前
の
耐
震

５６

基
準（
旧
耐
震
基
準
）に
よ
り
建

築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
上
又
は

延
べ
床
面
積
が
２
百
平
方
㍍
を

超
え
る
非
木
造
建
物
で
す
。

　
耐
震
診
断
の
結
果
は
下
の
表

の
と
お
り
。な
お
、こ
れ
以
降
の

新
耐
震
基
準
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
建
物
は
、
地
震
時
に
必
要
な

耐
震
性
能
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
耐
震
診
断
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
建
築
年
度
と
構
造
耐
震
指
標

（
Ｉ
ｓ
値
）を
勘
案
し
て
順
次
耐

震
化
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
小

中
学
校
の
屋
内
運
動
場
は
災
害

時
に
地
域
住
民
の
避
難
所
に
も

な
る
こ
と
か
ら
、
優
先
し
て
耐

震
化
を
進
め
ま
す
。

　
す
べ
て
の
耐
震
化
工
事
は
平

成
　
年
度
に
完
了
し
ま
す
。

２４

〈安全性評価基準〉

Ｉｓ値（構造耐震指標）構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Ｉｓ値が０．６以上大規模な地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い

Ｉｓ値が０．３以上０．６未満大規模な地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある

Ｉｓ値が０．３未満大規模な地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い

※Ｉｓ値：建物の粘り強さに形状や経年等を考慮して算出される構造耐震指標（学校建物では０．７が基本）
※ｑ値：建物の水平方向に受ける力に耐えられる力の指標（学校建物では１．０が基本）
※「大規模な地震」とは、震度６強～７程度の大規模地震のことをいいます。
学校施設では、Ｉｓ値の最低値が０．７未満の建物が地震補強工事の必要な建物です。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
　
年
以
前
の
い
わ
ゆ
る
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
築
し
た
小

５６

中
学
校
施
設
の
う
ち
、
強
度
等
が
不
足
し
て
い
る
建
物
の
地
震
補
強
工
事
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事
が
必
要
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
な
る
の
が
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
耐
震
診
断
。
そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果

市
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果

■
お
問
い
合
わ
せ
　

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
６
７
７
―
２
１
１
４

耐震診断結果表
ｑ値Ｉｓ値延床面積（㎡）構 造建 築 年 度建 物 区 分学 校 名診断年度

６．３４最高値１．８２最高値
１，１０３RC昭和５１年度屋内運動場枚田小学校

平 成
１７年度 ０．０８最低値０．０５最低値

２０．６０最高値５．８７最高値
８６２RC昭和４６年度屋内運動場生野小学校

　
　

　

　

　

平

成
　

年

度
　

　

　

　

　

１８

０．４２最低値０．２２最低値

０．７１最高値０．３９最高値
５０７S昭和３１年度屋内運動場

奥銀谷小学校
０．０１最低値０．０１最低値

６．８７最高値１．７３最高値
２，２６５RC昭和４６年度校舎

１．７７最低値０．５０最低値

４．８０最高値１．４１最高値
３，４０１RC昭和５２～５４年度校舎大蔵小学校

１．３３最低値０．４７最低値

３９．１１最高値１１．１５最高値
６００RC昭和５４年度屋内運動場

粟鹿小学校
０．１６最低値０．１０最低値

５．２３最高値１．４９最高値
１，９３０RC昭和５６年度校舎

１．３７最低値０．３１最低値

２７．３３最高値７．３８最高値
９７１RC昭和３５年度屋内運動場生野中学校

１．８３最低値１．００最低値

２１．７９最高値６．３９最高値
１，２６１RC昭和４２年度屋内運動場

和田山中学校

０．１５最低値０．１０最低値

５．４７最高値１．５１最高値
２，９０６RC昭和４０年度北校舎

１．２３最低値０．３４最低値

６．８７最高値２．０１最高値
２，５６３RC昭和４３年度南校舎

１．１０最低値０．３２最低値

３．３３最高値０．９８最高値
５２７RC昭和４３年度東校舎

０．０４最低値０．０１最低値

７．２３最高値２．１２最高値
３５８RC昭和４３年度西校舎

０．２７最低値０．３７最低値

２．７７最高値０．７９最高値
２，０８２RC昭和３９年度北校舎

朝来中学校

０．９３最低値０．３４最低値

７．２３最高値２．００最高値
２，３１３RC昭和３９年度南校舎

０．９０最低値０．２２最低値

２．２３最高値０．８３最高値
２９６RC昭和３９年度東校舎

０．９７最低値０．４５最低値

耐震工事の進む生野小
学校屋内運動場

※ＲＣ：鉄筋コンクリート造、Ｓ：鉄骨造
※Ｉｓ値とｑ値は、建物の方向別・階数別でそれぞれの耐震性能を求めた数値の最高値・最低値を掲載

今
後
の
対
応

耐
震
診
断
の
要
否
、
耐
震

診
断
の
結
果

平成２０年１２月平成２０年１２月号号７



　
み
な
さ
ん
は「
考
古
学
」と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
考
古
学
と
い
う
言
葉
を
調
べ
る

と
、遺
跡
や
遺
物
に
よ
っ
て
、古
い

時
代
の
人
類
の
生
活
や
文
化
を
研

究
す
る
学
問（
大
辞
林
）と
書
か
れ

て
い
ま
す
。要
す
る
に
考
古
学
は
、

土
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

「
物
」を
調
べ
て
、昔
の
人
の
習
俗

や
社
会
構
造
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
学
問
な
の
で
す
。

　
考
古
学
に
お
け
る
歴
史
を
調
べ

る
主
要
な
方
法
は
言
う
ま
で
も
な

く「
発
掘
調
査
」で
す
。市
内
で
も

こ
の
よ
う
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

た
く
さ
ん
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、総
数
で
約
１
千
６
百
か
所

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。つ
ま
り
、わ
た

し
た
ち
の
ま
ち「
朝
来
市
」は
、遺

跡
の
宝
庫
と
も
い
え
る
の
で
す
。

　
土
の
中
に
埋
も
れ
た
遺
跡
を
丹

念
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。今

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
遺
跡

を
発
見
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、分
か
っ
て
い
る
遺
跡
を
さ

ら
に
詳
細
に
発
掘
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
で
正
確
な
遺
跡
の
内
容
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
す
。
県
内
最
大
の
集
落
跡
と
言

わ
れ
て
い
る
柿
坪
遺
跡（
山
東
町
）

で
は
、県
教
育
委
員
会
が
行
っ
た

詳
細
な
発
掘
調
査
の
結
果
、古
代

但
馬
王
の
居
館
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、市

教
育
委
員
会
で
は
現
在
、池
田
古

墳
を
将
来
に
む
け
て
保
存
し
て
い

く
た
め
、発
掘
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
池
田
古
墳
は
以
前
か
ら
但

馬
第
一
の
大
き
さ
を
持
つ
前
方
後

円
墳
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
を

証
明
す
る
墳
丘
基
底
部
が
見
つ

たのしい考古たのしい考古学学
‐我が朝来市は遺跡の宝庫‐我が朝来市は遺跡の宝庫‐‐

第１３回

広報 朝朝来来 ８

柿坪遺跡で見つかった古代但馬
王の居館跡の写真

　
市
消
防
団
と
消
防
本
部
は
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
の
期
間
に
ち
な
ん
で
、

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
防
火
啓
発
や
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
消
防
団
山
東
支
団
は
　
月
９
日
、

１１

山
東
町
一
品
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
緑
風
の
郷
で
市
消
防
本
部
と
消
防

合
同
訓
練
を
実
施
。
訓
練
は
、
団
員

百
　
人
が
参
加
し
て
「
同
老
人
ホ
ー

２５
ム
で
火
災
が
発
生
」
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
連
結
送

水
や
放
水
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、和
田
山
支
団
も
市
消
防
本
部

と
合
同
で
竹
内
幼
稚
園
舎
周
辺
で
夜

間
訓
練
を
実
施
。
火
災
が
多
発
す
る

季
節
の
到
来
を
前
に
、
迅
速
で
的
確

な
消
火
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
連

携
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

災
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
訓
練

火火
　
　
月
　
 日
か
ら
　
日
ま
で
、
井
上

１０

１８

２４

市
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
　
人
が

３２

フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー
ヌ
・
エ
・
マ
ル
ヌ

県
バ
ル
ビ
ゾ
ン
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
６
月
に
交
流
を
始
め
た
両

市
が
交
流
会
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
今
後
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
訪
問
団
は
、
市
役
所
や
美
術
館
な

ど
を
訪
問
。
市
役
所
で
は
、
両
市
の

友
好
交
流
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、

今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
の
継
続
を
誓

い
ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
館
で
は
、

両
市
の
交
流
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
「
朝
来
芸
術
の
森
の
作
家
展
」
に

出
席
。
芸
術
を
通
じ
て
多
く
の
人
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

術
の
ま
ち
で
新
た
な
交
流
を
誓
う

芸芸

調印した協定書を手にする井上市長（左）とブデ
オエル・バルビゾン市長（右）放水訓練に取り組む消防団員ら（山東町一品）
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か
っ
た
の
で
す
。そ
れ
と
と
も
に
、

今
ま
で
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

「
造
り
出
し
」と
呼
ば
れ
る
祭
壇
が

設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
と
い
う
手
法
は
、
過

去
の
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
ひ
と
つ
の
手
段
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
で
過
去
の
情
報
す
べ
て
を
調

べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。と
き

に
は
古
文
書
な
ど
、昔
の
文
献
に

記
さ
れ
た
内
容
を
手
が
か
り
に
発

掘
調
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、生
野
代
官
所
跡
で
は
、

「
銀
山
旧
記
」や「
生
野
史
」な
ど
の

文
献
を
手
が
か
り
に
発
掘
調
査
を

行
い
、代
官
所
の
範
囲
な
ど
を
調

べ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
先
の
文

献
に
記
載
さ
れ
た
内
容
ど
お
り
の

内
 濠
 や
外
濠
な
ど
の
存
在
が
明
ら

ぼ
り

か
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、考
古
学
に
よ
る
歴
史

を
調
べ
る
方
法
は「
発
掘
調
査
」
だ

け
で
は
な
く
、科
学
的
な
手
法
を

用
い
て
遺
跡
を
探
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。桑
市
の
船
宮
古
墳
で
は
、地

面
に
電
極
を
差
し
込
み
、弱
電
流

を
流
し
て
地
下
の
起
伏
な
ど
を
調

べ
る「
電
気
探
査
」と
い
う
方
法
で
、

古
墳
の
周
り
に
存
在
す
る「
 濠
 」の

ほ
り

存
在
と
と
も
に
、
全
長
百
　

㍍

と

１５

い
う
古
墳
の
大
き
さ
を
有
す
る
こ

と（
池
田
古
墳
に
継
ぐ
但
馬
第
２

の
規
模
）も
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、市
教
育
委
員
会

で
は
市
内
に
存
在
す
る
貴
重
な
遺

跡
を
守
る
た
め
、毎
年
、計
画
的
に

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、発

掘
調
査
現
場
で
現
地
の
説
明
会
を

開
催
、
公
開
す
る
と
と
も
に
、市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
公
開

し
て
い
ま
す
。普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
が
、意
外
に

身
近
な
遺
跡
の
世
界
を
ぜ
ひ
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

池田古墳の墳丘と発見され
た造り出し（一部）

　
市
は
　
月
　
日
、
和
田
山
ジ
ュ
ピ

１０

３１

タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
朝
来
市
戦
没
者
追

悼
式
」
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
、

遺
族
ら
約
３
百
　
人
が
参
加
し
、
日

５０

清
戦
争
か
ら
第
２
次
世
界
大
戦
ま
で

の
間
、
尊
い
命
を
亡
く
し
た
１
千
８

百
　
柱
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

８５
　
遺
族
ら
の
献
花
に
続
い
て
、戦
地

に
召
集
さ
れ
た
若
者
が
両
親
に
あ
て

た
手
紙
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
会
場

か
ら
は
す
す
り
泣
く
声
も
。市
遺
族

会
の
藤
本
義
男
会
長
は
、「
戦
争
の
悲

惨
さ
と
命
の
大
切
さ
を
語
り
継
い
で

い
き
ま
す
」と
恒
久
平
和
と
非
戦
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

和
へ
の
願
い
を
込
め
て

平平
　
市
は
　
月
３
日
、
あ
さ
ご
芸
術
の

１１

森
美
術
館
で
「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
大

賞
展
」
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
７
回
目
と
な
る
同
展
に
は
、

全
国
の
百
　
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２

９０

百
　
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審

６４
査
の
結
果
、
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は

西
明
寺
末
一
さ
ん（
姫
路
市
）の
作
品

「
森
の
幻
想
華
」。
縦
横
百
　
㌢
の
ア

６３

ク
リ
ル
画
で
、「
表
現
、
手
段
の
複
雑

な
過
程
を
経
た
作
品
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
鮮
な
感
覚
の
発
露
を
印
象
付

け
る
」
と
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
準
大
賞
に
は
版
画
イ
ン

ク
と
和
紙
を
使
っ
た
作
品
「
祈
り
の

言
葉
２
０
０
８
．６
」
を
制
作
し
た
和

田
山
町
宮
内
の
内
藤
絹
子
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

８
回
あ
さ
ご
芸
術
の
森
大
賞
決
ま
る

第第

祭壇に献花する参列者

言葉を重ねる独特の版画表現で描かれた準大
賞作品「祈りの言葉２００８．６」と作者の内藤さん

昔の文献を基にした発掘調
査で発見された生野代官所
の内濠
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月
下
旬
か
ら
　
月
下
旬
に
か

１０

11

け
て
、
各
地
区
で
文
化
祭
や
芸
能

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
展

示
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
芸
能
披
露
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
、
多
く
の

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
文
化
祭
・
芸
能
祭
開
催

各
地
区
で
文
化
祭
・
芸
能
祭
開
催
！！

「あさご劇場」
コーラスグループひまわりのコーラス（１１月３日）

「生野文化祭」　日本民謡ちさと会の民謡（１１月２日）

「竹田地区チャリティー芸能祭」
都山流尺八和夏竹友会有志・生田流箏曲
藤尾会有志の尺八・箏曲　（１１月２３日）

芸
術
の

芸
術
の
秋秋

ス

ポポ

ッ

トト

　
生
野
も
り
あ
げ
隊
は
　
月
９
日
、

１１

生
野
駅
前
通
り
周
辺
で
銀
谷
か
い
わ

祭
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
、

鉱
山
町
の
子
ど
も
と
し
て
過
ご
し
た

時
代
を
思
い
出
し
、
子
ど
も
の
視
線

で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
う
祭
り
で

今
年
で
４
回
目
。
会
場
と
な
っ
た
駅

前
通
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
屋
台
が

立
ち
並
び
、
け
ん
玉
や
手
作
り
紙
芝

居
な
ど
懐
か
し
い
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
も
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

駅
前
通
り
に
懐
か
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ

駅
前
通
り
に
懐
か
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
いい

まちのイベントや地域の話題をお届けします まままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちち のののののののののののののの わわわわわわわわわわわわわわ だだだだだだだだだだだだだだまちのわだ いいいいいいいいいいいいいいい

　
山
東
町
商
工
会
な
ど
は
　
月
２
日
、

１１

市
役
所
山
東
庁
舎
前
駐
車
場
で
、

「
緑
風
の
郷
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
焼
き
そ
ば
や
た
こ
焼
き
な
ど
の
屋

台
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
景
品
付
き

も
ち
ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
恒
例
の
緑
風
カ
ー
ド
大

抽
選
会
で
は
、
開
始
前
か
ら
長
蛇
の

列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
た

く
さ
ん
の
賞
が
準
備
さ
れ
、
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
多
く
の
人
が

景
品
を
手
に
し
て
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

抽
選
会
で
大
に
ぎ
わ
い
の
一

抽
選
会
で
大
に
ぎ
わ
い
の
一
日日

コマの回し方を教わる子どもたち

特
賞
を
狙
っ
て
ク
ジ
を
引
く
参
加
者

広報 朝朝来来 １０

「北真弓ふれあい文化祭」

（１１月２２・２３日）

ラメメカ
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「大蔵地区芸能発表祭」
高田三軒家劇団公演「水戸黄門大蔵漫遊記」

（１０月２５日）

　
市
は
　
月
　
日
、
あ
さ
ご
芸
術
の

１０

２６

森
美
術
館
屋
外
彫
刻
公
園
で
、「
芸

術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
ブ
ラ

ス
フ
ェ
ス
タ
　
あ
さ
ご
」
を
開
催
し

in

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、「
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ

　
あ
さ
ご
」
に
は
吹
奏
楽
団
な
ど
　

in

１４

グ
ル
ー
プ
と
個
人
、
合
わ
せ
て
計
３

百
人
が
参
加
。
各
団
体
ご
と
に
得
意

の
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
千
の
風

に
な
っ
て
」
と
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

を
演
奏
。
会
場
か
ら
は
演
奏
に
合
わ

せ
て
歌
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

芸
術
の
森
に
響
く
３
百
人
が
奏
で
る
音

芸
術
の
森
に
響
く
３
百
人
が
奏
で
る
音
色色

　
黒
川
あ
そ
ぼ
会
な
ど
は
　
月
３
日
、

１１

黒
川
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー
で
「
め
っ

ち
ゃ
お
も
ろ
い
黒
川
秋
の
陣
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
野
菜
の
も
ぎ
取
り
収

穫
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多

く
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、ダ
イ
コ
ン
の
重
さ
を
当
て

る
「
量
っ
て
な
ん
ぼ
　
」
の
コ
ー
ナ

!?

で
は
、
当
た
る
と
そ
の
ダ
イ
コ
ン
が

タ
ダ
に
な
る
と
あ
っ
て
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
ダ
イ
コ
ン

を
手
に
持
ち
、
重
さ
を
推
測
し
て
い

ま
し
た
。

地
元
新
鮮
野
菜
の
重
さ
は

地
元
新
鮮
野
菜
の
重
さ
は
？？

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

「和田山劇場」
（社）日本３Ｂ体操協会 和田山グループの３Ｂ体操（１１月３日）

「糸井地区文化祭」（１１月２・３日）

ダイコン１本の重さは？

参加者の演奏に合わせて「千の風になって」と「翼
をください」を歌う参加者

平成２０年１２月平成２０年１２月号号１１

「枚田岡会館文化祭」

（１１月１５・１６日）

「山東芸能祭」　ギター同好会の演奏
（１１月３日）

「東河地区文化祭」　（１１月１５・１６日）



　
磯
部
金
浦
池
駐
車
場
で
　
月
　
日
、

１０

２６

「
第
４
回
磯
部
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
芸
能

を
披
露
し
た
「
ふ
れ
あ
い
発
表
会
」

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
一
際
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
の
は
「
磯
部
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム

大
会
」
で
行
わ
れ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
。
出
さ
れ
た
お
題
を
言
葉
を

使
わ
ず
に
身
振
り
手
振
り
だ
け
で
次

の
人
に
伝
え
る
こ
の
ゲ
ー
ム
に
参
加

し
た
人
た
ち
は
、
な
か
な
か
う
ま
く

伝
え
ら
れ
ず
に
四
苦
八
苦
。
お
題
と

は
か
け
離
れ
た
回
答
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
笑
い
声
が
沸
き
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
親
ぼ
く
を
深
め

楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
親
ぼ
く
を
深
め
るる

　
市
教
育
委
員
会
は
　
月
　
日
、
和

１０

２２

田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
第
３

回
朝
来
市
学
校
音
楽
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
が
一
堂
に
会
し
、
日

ご
ろ
の
音
楽
活
動
の
成
果
を
発
表
し

な
が
ら
交
流
を
図
る
行
事
で
、
今
年

は
　
の
団
体
が
出
場
。
各
団
体
と
も
、

１７
合
唱
や
合
奏
、和
太
鼓
、
歌
物
語
な

ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
で
す
ば
ら

し
い
歌
声
や
演
奏
を
披
露
す
る
と
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
歌
声
・
息
の
合
っ
た
演
奏
を
披

き
れ
い
な
歌
声
・
息
の
合
っ
た
演
奏
を
披
露露

　
粟
鹿
小
３
年
の
児
童
　
人
は
　
月
　

１７

１０

２７

日
、
山
東
町
田
中
の
畑
で
、
市
の
特
産

で
あ
る
黒
大
豆
の
枝
豆
の
収
穫
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
環
境
体
験
事
業
の
一
環
と

し
て
同
小
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
６

月
に
は
苗
植
え
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
元
農
家
の
村
上
彰
さ
ん

（
田
中
区
）か
ら
収
穫
方
法
な
ど
の
説
明

を
聞
い
た
後
、
早
速
畑
に
入
っ
て
作
業

開
始
。
児
童
は
汗
を
流
し
な
が
ら
し
っ

か
り
と
地
に
根
を
張
っ
た
黒
大
豆
を
力

を
入
れ
て
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

市
の
特
産
、
黒
大
豆
の
枝
豆
を
収

市
の
特
産
、
黒
大
豆
の
枝
豆
を
収
穫穫

　
竹
田
小
４
年
の
児
童
　
人
は
　
月

３０

１０

　
日
、
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ

２７ン
タ
ー
・
北
部
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
果
樹
園
で
ナ
シ
の
収
穫
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
業
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
同
セ
ン

タ
ー
が
毎
年
竹
田
小
の
児
童
を
招
い

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
６
月
に
袋

か
け
体
験
を
し
た
児
童
ら
は
、
袋
を

破
ら
ん
ば
か
り
に
大
き
く
実
っ
た
ナ

シ
の
実
に
び
っ
く
り
。
収
穫
方
法
を

教
わ
っ
た
後
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
ナ
シ
の
実
、
い
っ
ぱ
い
採
れ
た

大
き
な
ナ
シ
の
実
、
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
よよ

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

出されたお題は「卓球」。しかしいつの

まにか答えは「ソフトボール」に…。

与布土小学校４・５年生の合奏

大きく実ったナシをもぎ取る竹田小児童。収穫後は
いろいろな品種のナシを試食しました。

両手いっぱいに枝豆を抱える粟鹿小児童。収穫した
枝豆は給食で豆ご飯などにして食べました。

広報 朝朝来来 １２
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兵
庫
県
自
治
賞
・
兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表
彰
　

　
　
回
兵
庫
県
連
合
自
治
会
大
会
が
　
月
６
日
、
赤
穂
市
で
開
催

３９

１１

さ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

兵庫県自治賞兵庫県連合自治会長表彰

日
下
義
忠
さ
ん（
生
野
６
区
区
長
）

柴
田
一
明
さ
ん（
生
野
新
町
区
長
）

坂
本
　
薫
さ
ん（
南
真
弓
区
長
）　

和
田
隆
行
さ
ん（
和
田
区
長
）

森
下
恒
夫
さ
ん（
岡
区
長
）

佐
藤
隆
雄
さ
ん
（
和
田
山
新
町
区
長
）

古
屋
敷
 茂
さ
ん（
立
ノ
原
区
長
）

藤
井
義
正
さ
ん（
桑
原
区
長
）

松
本
勝
次
さ
ん（
三
波
区
長
）

今
井
幸
夫
さ
ん（
大
内
区
長
）

西
垣
悦
男
さ
ん（
東
区
長
）

森
田
恒
雄
さ
ん（
平
野（
朝
来
）区
長
）

表彰を受けた皆さん

　
秋
の
叙

秋
の
叙
勲勲
　

　
　
月
３
日
に
平
成
　
年
秋
の
叙
勲
が
発

１１

２０

表
さ
れ
、
市
か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　中島 平八郎さん

（生野六区）

　
昭
和
　
年
度
か
ら
平
成
８
年
度
ま
で
主

３４

に
中
学
校
の
教
諭
や
校
長
と
し
て
、ま
た

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
は
、

１６

生
野
町
の
教
育
長
、合
併
後
は
約
２
か
月

間
、市
の
教
育
委
員
と
し
て
学
校
教
育
・
教

育
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　藤原 壽雄さん

（東区）

瑞
宝
単
光
章

　
昭
和
　
年
、
山
東
町
消
防
団
に
入
団
。

４０

以
来
、
平
成
２
年
に
山
東
町
消
防
団
副
団

長
、
平
成
　
年
か
ら
は
朝
来
市
消
防
団
山

１７

東
支
団
長
と
し
て
地
域
の
消
防
・
防
災
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
自
治
賞

自
治
賞
　

　
県
は
　
月
　
日
、平
成
　
年
度
自
治
賞（
女
性
活
動
関
係
功
労
）を
発

１０

２４

２０

表
し
、市
か
ら
は
髙
本
幸
枝
さ
ん（
久
世
田
）が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

髙本幸枝さん
（久世田区）

　
永
年
、兵
庫
県
女
性
農
漁
業
士
会
の
役

員
を
務
め
、平
成
　
年
度
か
ら
は
会
長
と

１７

し
て
、積
極
的
な
社
会
参
加
活
動
に
よ
る

農
山
漁
村
女
性
の
地
位
向
上
に
尽
力
。ま

た
南
但
地
域
で
は「
南
但
女
性
組
織
連
絡

会
」を
け
ん
引
し
、農
村
女
性
の
社
会
参

画
、地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
女
性
活
動
関
係
功
労
】

小
山
友
一
さ
ん
　（右）

　（
前
諏
訪
区
長
）

藤
田
　
力
さ
ん
　（左）

　（
白
口
区
長
）

３　位２　位１　位部　門

和中Ｅ和中Ｄ和中Ｃふ れ あ い

北浜JRC（B）いなみ野小学生陸上教室（A）北浜JRC（A）小学生女子

控え選手混成チーム小学生混成

香寺走友会ジュニア（A）北浜JRC（A）いなみ野小学生陸上教室（A）小学生男子

和田山中女子（A）学 生 女 子

和田山中男子（B）和田山中男子（A）学 生 男 子

中竹すまいる朝来陸上会愛好会日高一 般 女 子

八鹿土木歩走会大山ランニングクラブ加悦走友会一 般 男 女

朝来陸上愛好会てんまRC日高一 般 男 子

あさごオリンピック軟式野球大会
１０月２６日（日）、１１月２日（日）開催

（場所：朝来市筒江農村広場、朝来市山東農村広場、朝来市八王子グラウンド）

優勝 Ｊ．ジェントルマン　　準優勝 リバイバルズ

３位　ＡＬＬ生野、レッドリボン軍

あさごオリンピック家庭婦人バレーボール大会

（第４回朝来市秋季家庭婦人バレーボール大会）
１０月２６日（日）開催（場所：朝来市体育センター）

〈Ａゾーン〉 優勝 朝来ウィンズ 準優勝 生野フレンズ ３位 アトム

〈Ｂゾーン〉 優勝 山東コスモス 準優勝 Ｂｅｅ‘ｓ ３位 ダック

　　　　　　　　　　　　　　１１月９日（日）開催
（場所：和田山トリムランニングコース（農業者トレーニングセンター周辺））

第３回朝来市駅伝競走大会ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果

平成２０年１２月平成２０年１２月号号１３



　
市
は
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
各
手
当
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
】　

　
父
と
生
計
を
共
に
で
き

な
い
児
童
を
養
育
す
る
家

庭
の
安
定
と
自
立
を
助
け

る
た
め
に
、
児
童
の
母
や

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。
な
お
、

父
が
い
て
も
父
に
極
め
て

重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
児
童
　
　
歳
以
下

１８

　
の
児
童
又
は
　
歳
未
満

２０

　
で
身
体
又
は
精
神
に
重

　
度
の
障
害
又
は
中
度
の

　
障
害
の
あ
る
児
童

▽
支
給
さ
れ
な
い
場
合
　

　
対
象
と
な
る
児
童
が
、

　
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関

　
係
に
あ
る
人
を
含
む
）

　
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場

　
合
や
、
遺
族
基
礎
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
場
合
な
ど

▽
手
当
の
額
　
児
童
１
人

　
に
つ
き
月
額
４
万
１
千

　
７
百
　
円
、
以
降
２
人

２０

　
目
は
５
千
円
が
、
３
人

　
目
以
降
は
１
人
増
え
る

　
ご
と
に
３
千
円
が
加
算

　
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

　
受
給
者
本
人
や
扶
養
義

　
務
者
等
の
前
年
分
所
得

　
が
法
に
よ
る
所
得
制
限

　
を
超
え
る
場
合
は
、
手

　
当
の
一
部
又
は
全
部
が

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　
身
体
又
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
若
し
く
は
母
、
又

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽
対
象
児
童
　
　
歳
未
満

２０

　
で
身
体
又
は
精
神
に
重

　
度
の
障
害
又
は
中
度
の

　
障
害
の
あ
る
児
童

▽
支
給
さ
れ
な
い
場
合
　

　
対
象
と
な
る
児
童
が
施

　
設
に
入
所
し
て
い
る
場

　
合
や
、
障
害
を
理
由
と

　
し
て
公
的
年
金
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

　
な
ど

▽
手
当
の
額
　
児
童
１
人

　
に
つ
き
重
度
障
害
児
は

　
月
額
５
万
７
百
　
円
、

５０

　
中
度
障
害
児
は
３
万
３

　
千
８
百
円
で
す
。
た
だ

　
し
、受
給
者
本
人
、そ
の

　
配
偶
者
や
扶
養
義
務
者

　
の
前
年
分
所
得
が
法
に

　
よ
る
所
得
制
限
を
超
え

　
る
場
合
は
、
手
当
は
支

　
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
市
は
、
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

母
子
及
び
父
子
家
庭
、
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
家
庭
で

修
学
児
を
養
育
し
て
い
る

人
に
「
母
子
福
祉
援
護
手

当
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▽
支
給
要
件
　
母
子
及
び

　
父
子
家
庭
の
母
及
び
父
、

　
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
人

　
で
修
学
児
を
監
護
し
て

　
い
る
人
（
所
得
制
限
が

　
あ
り
ま
す
）
に
支
給
し

　
ま
す
。

▽
対
象
修
学
児
　

　
①
義
務
教
育
修
学
児

　
②
高
等
学
校
修
学
児

　
③
幼
稚
園
、
保
育
所
の

　
入
園（
所
）
児

▽
手
当
の
額
　
修
学
児
１

広報 朝朝来来 １４

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

日時：１２月２８日（日）８：３０～１２：００

場所：道の駅「但馬のまほろば」　☎６７６－５１２１

採れたて新鮮野菜、

味噌や佃煮・漬物

などが満載！！

一般道からも利用できます！

産 直 の 会

道の駅「但馬のまほろば」 「朝市」

《国民健康保険被保険者証の更《国民健康保険被保険者証の更新新》》

■問い合わせ　市役所市民課　☎６７２－６１２０

第第３３００回回

　国民健康保険の被保険者証が１２月１日で更新

になっています。被保険者の皆さんには、１１月末

に配達記録郵便で送付していますが、受け取って

いない人は、「印鑑」「古い保険証」「身分を証明する

もの（運転免許証等）」を持参し、市役所市民課又は

各支所地域振興課で受け取ってください。

のの保保国国 ひひ ろろ ばば

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

母
子
福
祉
援
護
手
当

今回発行の保険証から裏面が「臓器提供意思表示カード」として利用できます
・臓器提供意思表示欄への記入は、１５歳以上の人のみ

　有効です。

・臓器提供を強要するものではありません。

※臓器提供意思表示カードに関するお問い合わせは…

(社)日本臓器移植ネットワーク

フリーダイヤル０１２０－７８－１０６９

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当

※広告掲載についてのお問い合わせは秘書広報課（☎６７２－６１１１）まで



　
人
に
つ
き
月
額
１
千
円

▽
支
給
期
日
　
年
１
回
、

　
３
月
に
支
給
（
受
給
資

　
格
が
消
滅
し
た
と
き
は

　
そ
の
属
す
る
月
ま
で
を

　
月
割
計
算
し
、
３
月
に

　
支
給
し
ま
す
。）

▽
手
続
き
等
　
該
当
者
と

　
思
わ
れ
る
人
に
は
通
知

　
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

　
項
を
記
入
の
上
、
市
役

　
所
社
会
福
祉
課
又
は
各

　
支
所
地
域
振
興
課
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
　
　
月
　
日

１２

２５

　
　
ま
で

（木）
▽
そ
の
他
　
偽
り
な
ど
の

　
不
正
な
行
為
に
よ
り
手

　
当
の
支
給
を
受
け
た
場

　
合
は
、
受
給
額
に
相
当

　
す
る
金
額
の
全
部
又
は

　
一
部
を
返
還
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
母
子
家
庭
等
の
た
め
の

法
律
相
談（
無
料
）が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者
　
母
子
家
庭
の

　
母
、
父
子
家
庭
の
父
、

　
寡
婦
及
び
こ
れ
ら
に
準

　
じ
る
人

▽
相
談
日
　
１
月
　
日
　

１６

（金）

▽
相
談
会
場
　
豊
岡
健
康

　
福
祉
事
務
所

▽
相
談
員
　
松
重
君
予
弁

　
護
士
（
兵
庫
県
母
子
専

　
門
相
談
員
）

▽
申
込
締
切
　
　
月
　
日

１２

２５

　
　（木）

▽
申
込
先
　
市
役
所
社
会

　
福
祉
課
母
子
自
立
支
援

　
員
　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

※
相
談
概
要
を
事
前
に
お

　
聞
き
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
２
月
　
日
ま

２１

１５

で
の
間
（
シ
カ
に
つ
い
て

は
２
月
末
日
）、狩
猟
が
解

禁
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
て
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
入
山
者
の
皆
さ
ん
へ

●
目
立
つ
服
装
で
入
山
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●
休
日
は
ハ
ン
タ
ー
が
集

　
中
し
ま
す
の
で
、
特
に

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ

●
法
令
を
守
り
、
違
反
や

　
事
故
の
な
い
正
し
い
狩

　
猟
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

・
県
和
田
山
農
林
振
興
事
所

　
☎
６
７
２－

６
８
８
２

・
市
役
所
農
業
振
興
課

　
☎
６
７
２－

２
７
７
４

平成２０年１２月平成２０年１２月号号１５

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

　朝来市を応援してくださる方を募集しています。

　市外にお住まいの家族や友人で、ふるさと寄附に賛

同してくださる方がありましたら、市役所企画政策課

までお知らせください。パンフレットと寄附金払込票

を送付させていただきます。

　　　ありがとうございました。　　　
　これまで２７人の皆さんから心温まる寄附をいただ

きました。

ふるさと寄附収納状況　　　　　　　１１月１４日現在

 氏  名 （１０月２０日以降に寄附をいただいた皆さん）金　額件数　 項　 目　

宝塚市　清水廣美様

２４６，０００円１４件
地域の魅力あ
ふれるふるさ
とづくり

大阪市　木村　要様

神戸市　谷渕泱二様

ほか匿名１人

１１０，０００円３件
生きがいを実感でき
るふるさとづくり

１００，０００円４件
共に学びふれあう
ふるさとづくり

枚方市　西田りく子様
３２４，０００円６件その他

ほか匿名１人

７８０，０００円２７件計

■問い合わせ　市役所企画政策課　☎６７２－６１１０

ふるさと寄附にご協力ください

室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

世界人権宣言６０周年
人権擁護委員制度６０周年

　本年度は、世界人権宣言・人権擁護委員制度６０

年の節目の年に当たります。

　人権擁護委員は、市長の推薦を受け法務大臣か

ら委嘱され、地域の皆さんの人権を守るためさま

ざまな活動に取り組んでいます。困ったことがあ

れば、まずは人権擁護委員にご相談を。　

　市の人権擁護委員は、次の皆さんです。

■問い合わせ　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

狩
猟
解
禁
に
伴
う
事
故

防
止
に
つ
い
て

税
１２月の税

固定資産税　３期

納期　１２月２５日（木）まで

１２月の税

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

〈敬称略〉

和田山町和田山生野町奥銀谷生野町口銀谷

垣 尾 和 志白 瀧 迪 子多 田 嘉 高

山東町大月和田山町弥生が丘和田山町竹田

足 立 賢 一 郎岡 田 脩 一鵤 伸 子

多々良木佐囊山東町粟鹿

大 田 豊 八清 瀬 妙 兮大 杉 和 子



　
市
の
都
市
計
画
（
都
市

施
設
）
を
決
定
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
の

原
案
を
説
明
し
、
意
見
を

聞
く
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
　
　
月
　
日

１２

１８

　
　
　
時

（木）
１９

▽
開
催
場
所
　
和
田
山
農

　
業
研
修
セ
ン
タ
ー
２
０

　
１

▽
都
市
計
画
原
案
の
概
要

・
和
田
山
都
市
計
画
ご
み

　
焼
却
場
・
ご
み
処
理
場

　（
一
般
廃
棄
物
処
理
施

　
設
）の
決
定

　
朝
来
市
和
田
山
町
高
田

　
字
佃
田
８
３
８
番
地
１

　
ほ
か
約
３
万
１
千
㎡

　
ご
み
焼
却
場
　
ｔ
／
日

（１）

４２

　
ご
み
処
理
場

（２）・
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
　
ｔ
／
日

３１

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
／
日

１９

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
都
市
開
発
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
７

　
降
雪
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

と
な
り
ま
し
た
。
市
役
所

建
設
課
で
は
本
年
度
も
除

雪
計
画
に
基
づ
い
て
、
通

勤
や
通
学
を
は
じ
め
、
住

民
生
活
に
重
要
な
市
道
を

優
先
し
て
除
雪
を
行
い
ま

す
。
円
滑
な
除
雪
作
業
が

行
え
る
よ
う
、
次
の
点
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

・
除
雪
の
障
害
と
な
る
路

　
上
駐
車
は
し
な
で
く
だ

　
さ
い
。

・
シ
カ
さ
く
等
の
道
路
路

　
肩
部
分
の
物
件
は
除
雪

　
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま

　
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
関

　
係
者
で
撤
去
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
道
路
沿
い
の
山
竹
林
が

　
雪
の
重
み
で
倒
れ
た
場

　
合
な
ど
は
、
交
通
の
支

　
障
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
所
有
者
が
速
や
か
に
処

　
分
し
て
く
だ
さ
い
。

・
人
家
が
密
集
す
る
地
域

　
で
は
、
や
む
を
得
ず
家

　
や
車
庫
等
の
出
入
り
口

　
に
除
雪
し
た
雪
が
た
い

　
積
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
が
、
交
通
の
確
保
を

　
優
先
し
て
い
ま
す
の
で

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

　
消
火
栓
な
ど
は
目
印
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
建
設
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
６

・
生
野
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
９－

５
８
０
３

・
山
東
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
６－

２
０
８
０

・
朝
来
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
１

●
積
雪
時
の
通
行
止
め
に

　
つ
い
て

　
市
道
川
上
多
々
良
木
線

（
川
上
区
起
点
～
多
々
良

木
区
関
西
電
力
奥
多
々
良

木
発
電
所
終
点
）
と
林
道

青
倉
黒
川
線
は
、
除
雪
対

象
路
線
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
積
雪
時
は
通
り
抜

け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
建
設
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
６

　
朝
来
市
健
康
福
祉
大
学

は
、
平
成
　
年
度
の
新
入

２１

生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
　
お
お
む
ね
　
歳
６０

　
以
上
の
人
（
　
歳
代
も
可
）

５０

▽
就
学
期
間
　
本
科
は
２

　
年
制
（
終
了
後
は
研
究

　
科
と
し
て
在
籍
で
き
ま

　
す
。）

▽
学
習
内
容
　
一
般
教
養

　
講
座（
講
演
等
）、
専
門

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

広報 朝朝来来 １６

除
雪
に
ご
協
力
を

暮らしのお知らせ

募

集

 
募

集
 
 

都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
・

ご
み
処
理
場
の
決
定
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
会

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

平成２１年度　保育所（園）・学童クラブ・幼稚園・認定こども園　入所（園）児の募集について
　市教育委員会幼児対策室は、平成２１年度に保育所（園）・学童クラブ・幼稚園・認定こども園への入所

（園）を希望する乳幼児の申し込みを受け付けます。

提　出　場　所提　　出　　書　　類募集期間

幼児対策室・各保育
所（園）、各学童クラブ

入所申込書等一式（幼児対策室・各保育所（園）、各学童クラブで各自
で入手してください）　

月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（金）

保育所（民間
保育園含む）・
学童クラブ

①

各幼稚園・幼児対策
室

入園願等一式（幼稚園入園年齢該当者（旧町によって入園対象年齢が
異なります）で新規入園対象者に郵送します）

幼稚園②

認定こども園（寺内
保育所・寺内幼稚
園）・幼児対策室

・保育所入所を希望する人は①の保育所入所申込書等一式
・幼稚園入園を希望する人は②の幼稚園入園願等一式
（提出書類は、幼児対策室・寺内保育所・寺内幼稚園で各自で入手してください）

認定こども園
（寺内保育所・
寺内幼稚園）

③

・学童クラブの年度途中の入所は、受け入れができない可能性があります。

・学童クラブは平成２１年度から土曜日の開所を予定しています（土曜日利用は別途利用料等が必要です。詳

　細は幼児対策室までお問い合わせください）。

・保育所（園）は、年度途中の入所（園）の可能性がある場合にも、入所申込書等の提出をお願いします。

■入所（園）に関する問い合わせ先：各施設又は市教育委員会幼児対策室（☎６７７－２１１３）

　兵庫県の産業別最低賃金が、１２月１日から改正されました。

　「兵庫県における産業別最低賃金決定一覧」の必要な人は、市役所商工観

光課にお越しください。

■問い合わせ　兵庫労働局賃金課　☎０７８－３６７－９１５４　URL　http://www.hyougo-roudoukyoku.go.jp/

産業別最低賃金が変わりました

朝
来
市
健
康
福
祉
大
学
生
徒



平成２０年１２月平成２０年１２月号号１７

　
講
座（
手
芸
講
座
、I
T

　
基
礎
講
座
等
８
講
座
）、

　
ク
ラ
ブ
活
動（
絵
画
、デ

　
ジ
カ
メ
等
８
ク
ラ
ブ
）、

▽
開
講
日
　
毎
月
第
２
・

　
４
土
曜
日

▽
学
費
　

・
本
科
生
／
無
料

・
研
究
科
生
／
聴
講
費
年

　
額
５
千
円
の
ほ
か
、
教

　
材
費
・
実
費

・
全
員
／
自
治
会
費
年
額

　
７
千
円
（
入
学
時
に
徴
収
）

▽
募
集
期
間
　
平
成
　
年
２１

　
３
月
１
日
　
～
　
日
　

（日）

３１

（火）

▽
申
込
場
所
　
学
園
事
務

　
局
又
は
各
地
域
の
学
園

　
地
区
委
員

▽
募
集
要
項
　
市
役
所
市

　
民
課
・
健
康
福
祉
部
・

　
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り

　
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
朝
来

　
市
健
康
福
祉
大
学

　
緯
６
７
２
―
１
０
０
８（
F
A
X
兼
）

　
公
立
豊
岡
病
院
組
合
で

は
、
平
成
　
年
度
採
用
職

２１

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
日
　
平
成
　２１

　
年
４
月
１
日

▽
募
集
職
種
・
人
数
　
助

　
産
師
・
看
護
師
　
　
人
３０

▽
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
３８

　
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
来
春
に
助

　
産
師
又
は
看
護
師
資
格

　
免
許
を
取
得
見
込
み
の

　
人
又
は
取
得
者

▽
受
付
期
間

・
第
１
回
　
　
月
　
日
ま
で

１２

１２

・
第
２
回
　
　
月
　
日
～

１２

１５

　
平
成
　
年
１
月
　
日

２１

１６

・
第
３
回
　
平
成
　
年
１

２１

　
月
　
日
～
２
月
　
日

１９

１３

▽
試
験
科
目
　
適
性
試
験
、

　
面
接
試
験

▽
試
験
日
・
会
場

・
第
１
回
　
　
月
　
日
　

１２

１９

（金）

・
第
２
回
　
平
成
　
年
１

２１

　
　
日
　

２２

（木）

・
第
３
回
　
平
成
　
年
２

２１

　
月
　
日
　

１９

（木）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
統
轄
管

　
理
事
務
所
第
１
会
議
室

▽
提
出
書
類
　
履
歴
書
等

　
は
組
合
の
所
定
用
紙
に

　
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

　
理
事
務
所
総
務
部
人
事
課

　
緯
０
７
９
―
２
２
―
６
１
１
１

　
サ
ン
タ
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
と
一
緒
に
写
真
撮
影
、

バ
ン
ド
演
奏
・
屋
台
コ
ー

ナ
ー
な
ど
お
子
様
か
ら
ご

家
族
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま

た
、
あ
な
た
が
主
役
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
プ

レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
　
　
月
　
日
　
　

１２

２０

（土）
１５

　
時
～
　
時
１９

▽
場
所
　
市
役
所
本
庁
横

　
中
央
駐
車
場

▽
出
演
　
ひ
ま
わ
り
和
太

　
鼓
ク
ラ
ブ
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ

　
Ｅ
ち
ぃ
ち
ぃ
ぱ
っ
ぱ
、

　
ぴ
ゅ
あ
、
エ
ン
ド
レ
ス
、

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
国
道
９

　
号
線
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
和
田

　
山
町
商
工
会
青
年
部

　
緯
６
７
２－

２
３
６
２

ホール・美術館の催し

☎６７６－４５８７　休 月曜日（月曜日が
祝日の場合開館）

●詳細は各施設で確認してください

クリスマスコンサート　１２月１３日（土）１４時

アート干支展　期間：１２月６日（土）～平成２１年１月２５日（日）

※１２月２４（水）日～平成２１年１月５日（月）までは休館

干支絵手紙コンクール展　期間：平成２１年１月６日（火）～１月２５日（日）

作品募集 １月４日（必着）までに朱書きで「絵手紙コンクール」と書いて、あなたの自慢の年賀状を送ってください。

あさご芸術の森美術館

自然派フォトとネイチャークラフト　期間：１２月１４日（日）まで

早春によせて しゅんこうちぎり絵ヒメハナ教室作品展 

期間：１２月１８日（木）～平成２１年１月４日（日）

ヒメハナ公園展示会

前売券好評発売中  　《全席自由》

公演日：１２月２１日（日）／開演：１４時３０分／料金：大人１，０００円、

小中高校生円５００円（当日各２００円増）※小学生未満はご遠慮く

ださい。　問い合わせ　市役所芸術文化課☎６７２－６１１４

あさご・ささゆりーホール

入館料　大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

☎６７７－１１６５　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

第１７回ジュピターホール歌謡祭　

 予 選 会　《全席自由》　※入場無料　公演日：１２月１４日（日）／

開演：１２時

 決勝大会会　《全席指定》  　前売券好評発売中

公演日：平成２１年１月２５日（日）／開演：１３時３０分／料金：８００

円（当日割増なし）※友の会会員は各１００円ＯＦＦ（２枚まで）　

第１３回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート　《全席自由》

公演日：２月１１日（水）／開演：１３時３０分／開場：１３時／入場無

料（要入場整理券）／入場整理券発行開始日：１２月１１日（木）※友

の会による優先発行はありません。

ＪＡＹＷＡＬＫ ＣＯＮＣＥＲＴ ＴＯＵＲ ２００９｜もう一度…　《全席指定》

公演日：平成２１年２月２８日（土）／開演１８時３０分／開場１８時

／料金：５，５００円（当日は３００円増）※友の会会員は、チケット２

枚まで各３００円OFF　前売券販売開始日 友の会：１２月１３日（土）

※平成２０年度友の会会員証が必要／一 般：１２月１９日（金）

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

ＡＳＡＧＯクラシックパーク２００８ 須藤由里（ソプラノ）＆羽
渕浩樹（バリトン） Ｘ’ｍａｓコンサート

催

し

 
催

し
 
 

サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く

る
～
 音
と
光
で
感
じ
る
一

足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
 ～

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

　工業統計調査にご協力ください
　平成２０年工業統計調査を１２月３１日現
在で行います。１２月から来年１月にかけ
て調査員が伺いますので、ご協力をお願
いします。

経済産業省・兵庫県・朝来市

平
成
　
年
度
公
立
豊
岡

２１

病
院
組
合
職
員



広報 朝朝来来 １８

暮らしのお知らせ

転入者住宅建設等対策事業

申請受付期間　１月５日（月）から１月３０日（金）まで

申請場所　市役所都市開発課又は各支所地域振興課備え付けの交付申請書に必要書類を添付の上、申請してく

　ださい。

■問い合わせ先：市役所都市開発課　☎６７２－６１２７

補助対象家賃　民間賃貸住宅家賃で、次の表に該当するもの

５００万円以上６００万円未満５００万円未満補助対象となる期間の前年の当該世帯の所得総額

６万円以上５万円以上６万円未満６万円以上５万円以上６万円未満　 家 賃 月 額　

 年額３６，０００円 年額１８，０００円 年額６万円年額３万円　 補 助 金 の 額　

下の事項に該当していない世帯主対象

前年度末までに、世帯員の中に、市税又は国民健康保険税その他市の納入金を滞納している人がいる世帯主対象外

補助基準

５００万円(平成２１年１月１日時点で、当該世帯主若しくはその配偶者が１８歳以上４０歳未満の場合又
は義務教育終了前の子どもがいる場合は、限度額は１，０００万円)

補助対象限度額

新築又は購入費用の１００分の５補助率

上記の対象限度額内で、新築又は購入費用に補助率を乗じて得た額（100円未満の端数切り捨て）補助金の額

補助対象住宅　新築又は購入した住宅

併用住宅専用住宅

住居部分の面積割合が２分の１以上のもので、住居部分の床面積
が５０平方㍍以上のもの、さらに下のいずれにも該当しないもの

床面積５０平方㍍以上のもので、下のいずれ
にも該当しないもの

対象

市の区域内に自己所有の住宅を有している人が建て替える場合又は新たに新築する場合／アパート、賃貸住宅
等の営業を目的とした住宅／個人以外の法人等が取得した住宅／持分が２分の１未満の住宅／朝来市まちづ
くり定住促進事業補助金を受けた住宅／築後１０年以上の住宅

対象外

補助対象者　平成１７年４月１日から平成１９年１２月３１日までの間に、市内で住宅を新築又は購入した市外か
らの転入世帯の世帯主（世帯員の年間所得の総額が１,２００万円以下で当該住宅の所在地で住民基本台帳に記載
され、又は外国人登録原票に登録されてから、平成２１年１月１日時点で１２か月を経過していることが必要）

下のいずれの事項にも該当していない世帯主対　　象

前年度末までに、世帯員の中に、市税又は国民健康保険税その他市の納入金を滞納している人がいる
世帯主／居住の日から起算して、５年以上前から当該住宅用地を自宅用として所有していた人／他市
町村に住民登録していた期間が３年間以内で再び市内に転入した人／朝来市まちづくり定住促進事
業補助金を受けた人／過去にこの制度による補助金を受けた人

対　象　外



平成２０年１２月平成２０年１２月号号１９

　市は、人口の増加と定着を図るため、住宅の新築・購入資金等の一部を補助しています。

まちづくり定住促進事業

民間賃貸住宅家賃に対する補助（家賃助成）

補助基準

５００万円(平成２１年１月１日時点で、当該世帯主若しくはその配偶者が１８歳以上４０歳未満の場合又
は義務教育終了前の子どもがいる場合は、限度額は１，０００万円)

利子補給対象
限度額　　　

借入金残高の１００分の１利子補給率

上記の対象限度額内で、平成２０年１２月３１日時点での借入残高に利子補給率を乗じて得た額（１００円
未満の端数切り捨て）

利子補給金の額

住宅の新築・購入資金等を補助します

住宅の新築又は購入の資金に対する補助（利子補給）※補助期間…最長５年間
補助対象住宅　新築又は購入した住宅で、その取得費用の全部又は一部に借入金があるもの

併用住宅専用住宅

住居部分の面積割合が２分の１以上のもので、住居部分の床面積
が５０平方㍍以上のもの。さらに下のいずれにも該当しないもの

床面積５０平方㍍以上のもので、下のいずれ
にも該当しないもの

対象

市の区域内に自己所有の住宅を有している人が建て替える場合、又は新たに新築する場合／アパート、賃貸住
宅等の営業を目的とした住宅／個人以外の法人等が取得した住宅／持分が２分の１未満の住宅／購入住宅で
建築後１０年以上経過した住宅

対象外

補助対象者　平成１７年４月１日から平成１９年１２月３１日までの間に、市内で住宅を新築又は購入した人（世
　帯員の年間所得の総額が１，２００万円以下で、当該住宅の所在地において住民基本台帳に記載され、又は外国
　人登録原票に登録されてから平成２１年１月１日時点で１２か月を経過していることが必要）

下のいずれの事項にも該当していない世帯主対　　象

前年度末までに、世帯員の中に、市税又は国民健康保険税その他市の納入金を滞納している人がいる
世帯主／居住の日から起算して、５年以上前から当該住宅用地を自宅用として所有していた人

対　象　外

補助対象家賃　民間賃貸住宅家賃

自分が負担する家賃（共益費、駐車料を除く。）が、月額５万円以上のもので下のいずれにも該当しない
もの

対　　象

個人以外の法人等が入居契約している家賃／学生等単身者対　象　外

補助対象者　平成１７年４月１日から平成１９年１２月３１日までの間に市内の民間賃貸住宅を借り受けて居住し

　ている転入世帯又は婚姻等による新世帯の世帯主（世帯員の年間所得の総額が６００万円以下で、当該住宅の

　所在地において住民基本台帳に記載され、又は外国人登録原票に登録されてから、平成２１年１月１日時点で

　１２か月を経過していることが必要）

アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）



　
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
は
、

豊
岡
市
を
起
点
と
し
丹
波
市
春

日
町
に
至
る
延
長
約
　
㎞
の
一

７０

般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

（
高
規
格
幹
線
道
路
）
で
、
但

馬
・
丹
波
地
域
と
京
阪
神
都
市

圏
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
道
路
と

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　「
和
田
山
八
鹿
道
路
」は
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
の
一
部
で
、

養
父
市
八
鹿
町
高
柳
か
ら
朝
来

市
和
田
山
町
市
御
堂
を
つ
な
ぐ

　
・
７
㎞
の
道
路
。
平
成
　
年

１３

１２

３
月
に
都
市
計
画
が
決
定
し
、

平
成
　
年
９
月
　
日
に
起
工
式

１８

２４

を
行
い
、
平
成
　
年
度
の
開
通

２３

を
目
指
し
て
朝
来
市
内
・
養
父

市
内
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋

梁
の
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国土交通省豊岡河川国道事務所からのおしらせ

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　「
和
田
山
八
鹿
道
路
」の
工
事
の
模
様

　
現
在
、
国
土
交
通
省
豊
岡
河
川

国
道
事
務
所
が
進
め
て
い
る
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
「
和
田
山
八
鹿

道
路
」
の
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の

進
捗
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道（
一

般
国
道
４
８
３
号
）と
は

和
田
山
八
鹿
道
路
と
は

広報 朝朝来来 ２０

※和田山八鹿道路のインター名・橋梁名・トンネル
　名は仮称です。



　
平
成
　
年
７
月
に
春
日
和
田

１８

山
道
路
が
開
通
し
、
春
日
I
C

（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）～
和
田

山
I
C
間
の
移
動
時
間
が
一
般

道
を
利
用
す
る
と
約
　
分
か

５０

か
っ
て
い
た
の
が
、
約
　
分
に

３０

な
り
、
約
　
分
短
縮
さ
れ
ま
し

２０

た
。
　
和
田
山
八
鹿
道
路
を
含
む
北

近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
残
り
の

区
間
が
す
べ
て
開
通
す
る
と
、

豊
岡
市
内
ま
で
の
移
動
時
間
が

さ
ら
に
　
分
短
縮
と
な
り
、
春

２０

日
I
C
～
豊
岡
市
内
区
間
の
移

動
時
間
は
、
約
１
０
５
分
か

か
っ
て
い
た
の
が
約
　
分
と
な

６５

り
、
合
計
　
分
短
縮
さ
れ
る
こ

４０

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
但
馬
地

域
か
ら
京
阪
神
圏
へ
の
移
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
田
山
八

鹿
道
路
が
開
通
す
る
と
、
現
在
、

国
道
９
号
を
利
用
し
て
い
る
車

両
が
和
田
山
八
鹿
道
路
に
分
散

す
る
た
め
、
和
田
山
I
C
前
交

差
点
、
一
本
柳
交
差
点
、
宮
田

交
差
点
な
ど
の
渋
滞
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

渋
滞
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
ハ
チ
高
原
方
面
へ
の
観
光
交

通
や
、
新
温
泉
町
、
山
陰
方
面
、

豊
岡
市
内
方
面
に
向
か
う
大
型

車
が
和
田
山
八
鹿
道
路
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
国
道

９
号
の
交
通
が
円
滑
に
な
り
、

交
通
事
故
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
沿
道
の
環
境
が
改
善
さ
れ

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
朝
来
市
内
で
は
、
和

田
山
町
岡
地
区
と
枚
田
地
区
で

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
、
円
山
川
と

岡
地
区
、
芳
賀
野
地
区
で
橋

梁
・
高
架
橋
工
事
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
岡
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で

は
、
坑
口
部
分
の
盛
土
工
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、
現
在
、
大

阪
側
か
ら
掘
り
進
ん
で
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
全
延
長
１
，
４
８

５
㍍
の
う
ち
、
約
４
分
の
１
を

掘
り
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

（
写
真
１
参
照
）
ま
た
、
岡
・

芳
賀
野
地
区
の
高
架
橋
工
事
で

は
、
現
在
、
橋
を
支
え
る
橋
脚

を
設
置
す
る
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
写
真
２
参
照
）

　
養
父
市
内
で
は
、
畑
地
区
と

十
二
所
地
区
・
高
柳
地
区
で
ト

ン
ネ
ル
工
事
を
、
畑
川
と
建
屋

川
で
橋
梁
工
事
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
他
に
も
（
仮

称
）
八
鹿
I
C
の
設
置
工
事
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
建
屋
川
の
橋
梁
工
事
で
は
、

橋
を
支
え
る
橋
台
と
橋
げ
た
が

完
成
し
、
現
在
、
車
道
と
な
る

部
分
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。（
写
真
３
参
照
）

ま
た
、（
仮
称
）
八
鹿
I
C
で
は
、

現
在
、
盛
土
工
事
や
市
道
の
つ

け
か
え
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
写
真
４
参
照
）

　
工
事
中
は
、
地
域
内
の
工
事

車
両
の
通
過
や
工
事
機
械
の
騒

音
等
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道

事
務
所
工
務
第
二
課

☎
０
７
９
６
―
２
６
―
２
３
５
６

和
田
山
八
鹿
道
路
が
開
通

す
る
と

養
父
市
内
の
工
事
の
状
況

朝
来
市
内
の
工
事
の
状
況

和田山八鹿道路の開通で渋滞緩和が期待される一

本柳交差点

写真３ 建屋川の橋梁工事（Ｈ２０．１０．３１撮影）

写真４ (仮称)八鹿IC設置工事（Ｈ２０．１１．１２日撮影）

写真１ 岡地区トンネル工事（Ｈ２０．１０．３０撮影）

写真２ 岡・芳賀野地区高架橋工事（Ｈ２０．１０．３１撮影）

平成２０年１２月平成２０年１２月号号２１



健康コーナー

広報 朝朝来来 ２２

　インフルエンザを予防しよう

　インフルエンザは空気が乾燥する11月から流行が始まり、1月～3月の間に流行のピークを迎えます。

インフルエンザの症状は、急激な高度（38℃ 以上）の発熱、頭痛、腰痛、筋肉痛、全身けん怠感などの全身症状が

現れ、これらの症状と同時に、あるいはやや遅れて鼻汁、咽頭痛、せきなどの呼吸器症状が現れます。また、気管

支炎や肺炎を併発しやすく、重症化すると脳炎や心不全を起こすこともあり、体力のない高齢者や乳幼児など

は命にかかわることもあります。

　マスクをせずにせきやくしゃみをすると、ウィルスが２～３㍍飛ぶと言われています。そこで必要なのが

「せきエチケット」。せき、くしゃみをする時には周囲の人への感染防止のためにも、「せきエチケット」を守り

ましょう。

健康情報テレホンサービス （１２月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

副鼻くう炎月曜日

今どきのホワイトニング火曜日

座骨神経痛水曜日

注意を要する頭痛木曜日

訪問看護の利用法金・土・日

お酒と肝臓（１２月２６日～１月５日）年末年始

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

認知症を予防しましょう
（ちょっと気になるなぁと思ったら早めに相談を）

窓

　上記の症状が顕著なら早めに専門機関に相談し

てみましょう。

■問い合わせ先
・朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５
・生野在宅介護支援センター　☎６７０－５２０２
・朝来在宅介護支援センター　☎６７７－１９０１
・山東在宅介護支援センター　☎６７６－２０８０

地域包括支援センターの

○認知症は、老化現象ではありません

　認知症とは、脳の知的機能が低下して日常生活に支

障をきたす状態のことをいいます。老化現象と思われ

がちですが、脳の障害によって起こる「病気」です。

　早期に発見し正しく治療や対応をすれば症状が改善

し、進行を遅らすことが可能です。

１年前に比べてこんな実感はありませんか？

集中力が悪

くなった
物覚えが悪

くなった

段取りが悪

くなった専門機関（相談窓口）

・かかりつけ医

・認知症専門外来

　大植病院（物忘れ外来）　☎ ６７８－１２３１

　豊岡病院（但馬老人性認知症センター）　☎０７９６－２２－１０９０

　大塚病院（丹波老人性認知症センター）　☎ ０７９５－８２－７５３４

　姫路循環器病センター（高齢者脳機能治療室）　☎０７９２－９３－３１３１

・地域包括支援センター　☎６７２－４００４

・せきやくしゃみをするときは、ハ

　ンカチやティッシュで口や鼻を押

　さえ、周りの人から顔をそむけ１

　㍍以上離れるなどウィルスの飛散

　を防ぎましょう

・使用したティッシュはすぐにゴミ

　箱に捨てましょう

・せきやくしゃみなどの呼吸器症状

　がある人は、必ずマスクを正しく

　着用しましょう

・せきやくしゃみをした後は、石け

　んを使用してよく手を洗いましょ

　う

「せきエチケット」とは？

・帰宅したら手洗い、うがいをしましょう

・外出時はマスクを着用し、人混みはなるべく避けましょう

・規則正しい生活をし、十分な睡眠とバランスの良い栄養をとるこ

　とを心がけましょう

・インフルエンザの重症化予防のためにも予防接種を受けましょう

・インフルエンザかな？と思ったらマスクをして早めに医療機関を

　受診しましょう

・部屋は乾燥に気をつけ、ぬれタオルを干すなど適度な湿度を保ち

　ましょう

インフルエンザにかからないためには…

■問い合わせ　　市役所健康課（和田山保健センター）

　☎６７２－５２６９　FAX６７２－５３６９



平成２０年１２月平成２０年１２月号号２３

 第７回 　大蔵地域自治協議会
自分たちの

は
自
分
た
ち
で
　!!

まち
～自考・自行、共助・共創のまちづくり～

　
大
蔵
地
区
は
、市
の
北
西

部
、Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
和
田

山
駅
か
ら
養
父
駅
間
の
沿
線

及
び
そ
の
周
辺
山
ろ
く
の
　１２

集
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
、国
道
９

号
線
、県
道
円
山
川
右
岸
線

と
こ
れ
ら
に
並
行
し
て
流
れ

る
円
山
川
が
地
区
を
縦
断
し
、

お
よ
そ
人
口
３
千
５
百
人
、

世
帯
数
１
千
２
百
と
、市
の

人
口
の
ほ
ぼ
１
割
を
占
め
る

地
域
で
す
。地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
大
倉
部
山（
標
高

6
9
1
・
9

㍍
）が
そ
び
え
、

山
頂
か
ら
は
大
蔵
地
区
の
全

ぼ
う
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
当
地
区
で
は
、少
子
高
齢

化
対
策
や
持
続
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
た
大
蔵
地
区
地
域
活
性
化

調
査
研
究
会
を
母
体
に
、平

成
　
年
９
月
に「
大
蔵
地
区

１９

地
域
自
治
協
議
会
設
立
準
備

会
」
を
設
立
。同
設
立
準
備
役

員
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

重
ね
、地
区
と
し
て
取
り
組

む
課
題
を
抽
出
し
、こ
れ
ら

を
一
体
的
に
取
り
組
む
組
織

と
し
て
、平
成
　
年
３
月
に

２０

「
大
蔵
地
区
地
域
自
治
協
議

会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
地
域
の
活

性
化
に
向
け
て「
生
活
安
全

部
会
」、「
健
康
福
祉
部
会
」、

「
交
流
と
魅
力
づ
く
り
部
会
」、

「
環
境
部
会
」の
４
つ
の
部
会

を
組
織
、今
年
度
か
ら
本
格

的
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
生
活
安
全
部
会
」は
、児

童
の
登
下
校
見
守
り
、安
全

誘
導
活
動
や
各
区
内
に
啓
発

立
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
健
康
福
祉
部
会
」は
、グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
普

通
救
命
講
習
会
の
開
催
な
ど
、

地
区
住
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　「
交
流
と
魅
力
づ
く
り
部

会
」は
各
区
の
魅
力
あ
る
も

の
探
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。具
体
的
に
は
各
区
の
お

宝（
遺
物
、民
話
、活
動
団
体

な
ど
）を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　「
環
境
部
会
」は
、小
学
生

の
環
境
学
習
支
援
活
動
や
不

法
投
棄
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
う

な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
多
く
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、こ
れ
ら
の
活
動
は
会
報

「
大
蔵
だ
よ
り
」（
季
刊
）に
よ

り
地
区
内
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、知
名
度
の
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
現
在
、県
民

交
流
広
場
事
業
の
採
択
を
受

け
、活
動
の
拠
点
と
し
て
い

る
大
蔵
市
民
会
館
の
改
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。完
成
後
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
と
し

て
若
年
層
か
ら
高
齢
層
ま
で

幅
広
い
世
代
に
活
用
い
た
だ

き
、一
層
充
実
し
た
協
議
会

活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
会
長
・
戸
田
幸
男
さ
ん
）

環境学習支援活動の様子

円山川の除草作業の様子

衛

疫

鋭

益
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男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

 ～
男
女
の
仕
事
分
担
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
か
ら
～

人
権
推
進
共
同
参
画
課
だ
よ
り
　
　

（３９）

　
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の

た
め
に
は
、人
権
の
意
識
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
、男
女
が

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
払

し
ょ
く
し
、互
い
に
人
権
を
尊

重
し
合
え
る
生
活
を
つ
く
り
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
が
実
施
し
た「
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」で
は「
男
は
仕
事
、女
は
家

事
・
育
児
と
い
う
考
え
方
」
に
つ

い
て「
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
同
感
で

あ
る
」と
回
答
し
た
人
が
約
過

半
数
を
占
め
、ま
た
、「
家
庭
で

の
役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て
」

の
調
査
結
果
で
も「
食
事
の
支

度
」「
洗
濯
」「
食
事
の
後
片
づ

け
」「
家
の
掃
除
」な
ど
と
い
っ

た
家
事
は「
主
と
し
て
妻
」で
あ

り
、「
生
活
費
の
確
保
」は「
主
と

し
て
夫
」で
あ
る
と
回
答
し
た

人
が
も
っ
と
も
多
く
、ま
だ
ま

だ
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
性
別
役
割
分
担
意
識
は
、

男
女
が
主
体
的
に
生
き
る
た
め

の
多
様
な
選
択
や
能
力
開
発
の

障
害
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
今
な

お
女
性
と
男
性
の
固
定
的
な
役

割
分
担
を
前
提
と
し
た
制
度
・

慣
行
・
生
活
な
ど
が
存
在
し
、男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や
社
会

で
の
活
動
を
規
定
し
て
い
る
こ

と
は
自
ら
の
意
思
に
よ
る
自
由

な
選
択
や
可
能
性
の
開
花
を
阻

ん
で
い
ま
す
。

　
あ
る
男
性
が「
今
夜
は
食
事

当
番
な
ん
や
。妻
と
交
代
で
食

事
作
り
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し

て
い
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
日
常
の
ゴ
ミ
出
し
」

や「
風
呂
の
準
備
・
風
呂
場
の
掃

除
」
を
担
当
し
て
い
る
男
性
も

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
、旧
来
の

男
女
の
仕
事
分
担
意
識
を
変
え

て
、う
ま
く
家
事
を
分
担
し
て

い
る
良
い
例
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
男
女
の
人
権
を
尊
重
し

た
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
向
け
た
意
識
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
男
女
が
社
会
的
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
互
い

を
思
い
や
る
心
を
持
つ
、
そ
ん

な
人
々
が
集
う
ま
ち
づ
く
り
を

身
近
な
く
ら
し
の
中
か
ら
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
人
権
推
進
共
同
参
画
課
　
☎
６
７
２
―
６
１
２
２



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２０．１２．１３,５００ 広報 朝来朝来 ２４

１１２２//16～16～１１/15/15各 種 相 談 の ご 案 内 健康カレ健康カレンンダーダー

この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

▼
昨
年
の
　
月
か
ら
始
ま
っ

１０

た「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」と「
紙
製
容
器
包
装
」

の
分
別
回
収
。皆
さ
ん
の
取

組
の
努
力
も
あ
っ
て
可
燃
ご

み
は
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
今
月
号
の
特
集
で
取
り
上

げ
る
に
あ
た
っ
て
、分
別
さ

れ
た
も
の
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
を
調
べ
る
た
め
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

中
間
処
理
業
者
と
再
生
処
理

業
者
の
工
場
に
取
材
に
行
き

ま
し
た
。▼
取
材
当
日
は
、朝

来
市
か
ら
回
収
さ
れ
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

他
の
自
治
体
か
ら
回
収
さ
れ

て
き
た
も
の
が
処
理
さ
れ
て

い
ま
し
た
。見
る
と
、う
ま
く

分
別
で
き
て
な
い
も
の
が
た

く
さ
ん
。で
は
、朝
来
市
か
ら

く
る
分
は
ど
う
か
と
聞
い
て

み
る
と
、「
し
っ
か
り
と
分
別

さ
れ
て
い
て
、朝
来
市
の
皆

さ
ん
は
優
等
生
で
す
」と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。今
後
も

他
の
見
本
と
な
る
よ
う
な
分

別
回
収
を
進
め
て
い
け
た
ら

い
い
で
す
ね
。▼
一
方
で
、市

内
の
山
間
部
の
道
路
脇
な
ど

で
目
に
す
る
こ
と
が
多
い

「
不
法
投
棄
」。我
が
ま
ち
を

汚
す
心
無
い
市
民
は
い
な
い

と
は
思
い
ま
す
が
、な
ん
に

せ
よ
、処
理
を
す
る
の
は
地

元
の
人
々
。ご
み
が
ご
み
を

呼
ぶ
不
法
投
棄
の
悪
循
環
を

断
ち
切
る
た
め
に
も
、市
民

の
心
を
一
つ
に
し
て
ご
み
の

な
い
朝
来
市
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

Ｆ

編

集

後

編

集

後

記記

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３：００～１６：００
　浜坂多目的集会施設　　     １２月１３日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　 １２月２０日（土）
　和田山農業研修センター　　１月３日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■と　き　１２月２５日（木）１３：００～１６：００
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■と　き　１２月１５日（月）　１３：３０～１５：００
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００
１月１４日（水）生野保健センター
１月８日（木）市役所本庁舎１階相談室

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

１月７日（水）生野保健センター
１２月１０日（水）市役所南庁舎
１２月１７日（水）山東老人福祉センター
１２月２４日（水）朝来老人福祉保健センター

女性問題相談
　経験豊かな女性カウンセラーが、子育てや
家族、ＤＶやセクハラ等、女性が抱えるさまざ
まな悩みや不安、問題などの相談に応じます。
■と　き　１２月１０日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　市防災センター（前ケーブルテレビ和田山局舎）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２０年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

０建物

火
災

１林野

０車両

０その他

１合計

１１累計

１３交通事故

救
急

２７一般負傷

７０急病

９その他

１１９合計

１，０６９累計

（１０月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１６１２１人身事故

００子ども

死
者
　（人）

２０高齢者

００その他

２０合計

１６１子ども

傷
者
　（人）

３８８高齢者

１７０２５その他

２２４３４合計

１，０８８９９物損事故

（１０月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

２４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み１強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひったくり

７事務所あらし２４車上ねらい

１出店あらし１自動販売機あらし

９詐 欺 

そ
の
他

４部 品 盗

５障 害 ３８器 物 損 壊

５暴 行 ８自 動 車 盗

４２万 引 き ２オートバイ盗

（１０月末累計）２６自 転 車 盗

場　　所内　　容曜日日月

和田山保健センター
朝来公民館

１歳６か月児健診
脳元気度チェック（予約制）

火１６
　

１２
山東老人福祉センター離乳食教室水１７

和田山保健センター２歳児歯科健診金１９

生野保健センター１歳６か月児・３歳児健診木１５１

火葬霊柩業務ごみ持込受付業務ごみ収集業務し尿収集業務

朝来市斎場
☎６７０－７７１０

可燃ごみ…朝来市クリーンセンター朝来事業所
☎６７７－０２４２ 

不燃・資源ごみ…朝来市クリーンセンター山東事業所
☎６７６－３９２３ 

朝来市クリーンセン
ター和田山事業所
☎６７２－２４０２

問い合わせ

２６日（金）

　
月
１２

２７日（土）

２８日（日）

２９日（月）

３０日（火）

３１日（水）

１日（木）

１
月

２日（金）

３日（土）

４日（日）

５日（月）～

１月１日（木）
～３日（土）間
の受付は、本
庁及び各支所
で行います。

詳しくは「平成２０年度ごみ収
集カレンダー」をご覧くださ
い。

１２月２８日（日）
午後以降の申
込は１月５日
（月）からの作
業になります。

備考

年末年始の業務

平常どおり

平常どおり 平常どおり

平常どおり

平常どおり

平常どおり 平常どおり

平常どおり

平常どおり

休み

休み

休み

休み
休み

※午前申込受付のみ
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